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決定まで日本初めてのメダル 1920年アントワープ大会でテニスに出場した熊谷一弥選手がシングルスで銀メダルを、熊谷選手
と柏尾誠一郎選手のダブルスで銀メダルを獲得し、日本人初のメダリストとなりました。また、1928年のアムステルダム大
会で陸上競技・三段跳びに出場した織田幹雄選手が15メートル21という記録で、日本人初の金メダリストとなりました。
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関
わ
り
は
古
く
︑
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享
元
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︵
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�
�
�
年
︶
︑
本
殿
再
建
の
た
め
の

勧
進
相
撲
が
史
上
初
め
て
幕
府
公
認

で
行
わ
れ
ま
し
た
︒
以
後
︑
�
�
�

年
間
現
在
の
本
場
所
の
前
身
に
あ
た

る
江
戸
勧
進
相
撲
が
催
さ
れ
︑
番
付

制
度
を
は
じ
め
︑
今
日
の
大
相
撲
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形
が
こ
こ
で
形
成
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れ
ま
し
た
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横
綱
力
士
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は
︑
幕
末
の
名
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代
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綱
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馬
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士
関
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刻
名
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幕
久
五
郎
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起
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な
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も
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の
で
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︒
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成

年
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に
江
東
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︵
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ま
し
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不
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火
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い
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掛
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大
き
い
橋
梁
と
な
り
ま
し
た
︒

今
後
も
︑
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適
な
道
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交
通
網
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整
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を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
︑
ご
理
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と
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協
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願
い
し
ま
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︒
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▲豊洲橋

▲木場公園の秘密を探りましょう

歓
声
が
送
ら
れ
ま
し
た
︒

7／6(土)から越中島プールがオープンします。50mプ

ールのほか、児童用プールもあります。開放的な屋外プ

ールで、心地よい風を受けながら泳ぎませんか▢場 越中
島プール(越中島1-3-23)［料金］2時間一般400円、小中学

生とシニア(区内在住65歳以上)150円、未就学児無料※

シニアの方は氏名・年齢・住所を確認できるもの、また

は各スポーツセンター発行のシニア登録証を提示してく

ださい［回数券］一般4,000円(11回分)、小・中学生とシニ

ア1,500円(11回分)※スポーツ会

館・各スポーツセンターのプール

利用可［無料公開日］7／13(土)の午

前中は区内小・中学生無料※小学

3年生以下は、18歳以上の保護者

の付き添いが必要▢問 屋外スポー
ツ施設事務所(夢の島競技場)☎

3522-0846、越中島プール☎5620-

0045(開設期間中のみ)

▲暑い夏はみんなで屋外プールに

※8／3(土)・24(土)・25(日)
は区内行事のため休場。た
だし8／3(土)9：00〜13：00の
大人用プール4コースと児
童用プールおよび8／24(土)
の9：00〜13：00は利用可。

7／21(日)
〜8／31(土)

9／1(日) 10：00〜18：00

7／6(土)
〜20(土)

9：00〜21：00

10：00〜18：00

開設期間
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装
で
お
越
し
下
さ
い

第5回ECO壁新聞コンクール 優秀賞

田中 苺
いちご

さん 区内在住・小学校2年

第4回中学生｢東京駅伝｣大会
2キロ個人の部 3位

南 秀磨
しゅうま

くん 第三亀戸中学校3年

▲節電やウォームビズ
などの取り組みに着
目した作品

◀｢幼いころから絵や
字を書くことが大好
き｣と話す田中さん

2月、身近なエコをテーマに、小学生に壁新聞をつくってもらう

ECO壁新聞コンクールで、優秀賞を受賞しました。全国から8,478

点の応募のうち優秀賞15点の中に選ばれる快挙達成

です。田中さんは、近所の銀行を取材し、エコの取

り組みをイラストを交えてA3判の紙面にまとめ、

｢じかんとしぜんをたいせつに｣というテーマの作品

を作りました。｢緊張しながらも、聞いてきたこと

をメモして整理し、記事の構成を考えました。何度

も書き直し、心を込めて丁寧に仕上げたことが今回

の受賞につながりとても嬉

しかったです｣と話します。

大変さも楽しむ気持ちに変

えられる田中さん、これか

らもどんどん作品にチャレ

ンジしていきたいと熱い思

いを語ってくれました。

▲区教育委員会教育長とツーショッ
トでガッツポーズを見せる南くん

3／20に行われた第4回中学生

｢東京駅伝｣で、都内50の区市町代表チ

ームが出場し、8区間ある2キロの個人

の部において、総合3位に入りました。

チームでも、男子の部は11位、女子チ

ームは15位、総合9位の成績を収め、

昨年度の記録を上回る好成績を残し

ました。中でも特に際立った活躍を

見せた南君は、長距離走を本格的に初

めてまだ4か月。第三亀戸中学校で陸

上部に所属し、日々練習に励んでいま

す。驚異的な成長を遂げる南くんは、

｢大会でタイムが上がった時が走って

いて一番嬉しい時。3位になった時は、ちょっと驚いたけど、これからも大会

でどんどん入賞していきたい｣と次の大会に向けて準備を開始しています。

▲安美錦関(左)、宝富士関
(右)とともに奉納土俵入りを
披露する日馬富士関(中央)
▶日馬富士関の名前が新たに
刻まれました


